
５
月

28・

29日
、
県
本
部

は
東
予
・
中
予
・
南
予
の
自

治
体
へ
単
組
と
の
連
名
で

『
夏
季
統
一
要
求
書
』
を
提

出
し
ま
し
た
。
（
や
り
と
り

抜
粋
要
約
・
文
責
県
本
部
）

【
Ａ
市
】
採
用
し
た
い
人
材

が
他
市
や
県
に
流
れ
る
こ
と

が
多
い
と
感
じ
る
。
民
間
経

験
者
枠
の
応
募
が
増
え
て
い

る
。
【
Ｂ
市
】
時
間
外
勤
務

の
上
限
規
制
は
条
例
改
定
と

あ
わ
せ
４
月
か
ら
実
施
済
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
、

国
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
そ
っ
て
や
っ

て
い
る
が
、
待
遇
面
な
ど
が

ど
こ
ま
で
で
き
る
か
不
安
も

あ
る
。
【
Ｃ
市
】
人
材
確
保

に
苦
慮
し
て
お
り
、
募
集
・

試
験
の
時
期
、
内
容
な
ど
い

ろ
ん
な
方
法
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。
【
Ｄ
水
道
】
技
術

職
の
採
用
が
困
難
、
今
後
は

技
術
職
の
高
卒
採
用
な
ど
も

予
定
。
応
募
側
の
立
場
な
ら

条
件
で
ま
ず
見
る
の
は
賃
金
、

初
任
給
を
引
き
上
げ
な
け
れ

ば
職
員
募
集
に
対
し
て
人
材

が
集
ま
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
【
Ｅ
市
】
会
計
年
度
職

員
制
度
は
ま
だ
提
案
で
き
る

段
階
に
な
い
。
近
隣
と
の
人

材
の
取
り
合
い
は
避
け
た
い
。

時
間
管
理
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
だ

け
で
把
握
し
き
れ
な
い
場
合

が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
ロ
グ
で

の
補
足
把
握
で
き
な
い
か
研

究
中
。
【
Ｆ
社
協
】
時
間
管

理
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
使
っ
て

チ
ェ
ッ
ク
。
管
理
職
は
大
変

だ
が
、
時
間
管
理
を
し
っ
か

り
し
な
け
れ
ば
、
部
下
の
帰
っ

た
時
間
な
ど
「
知
ら
な
か
っ

た
」
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
。

今
ま
で
隠
れ
て
い
た
部
分
に

目
が
行
き
届
く
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
【
Ｇ
市
】
今
年
技

術
職
は
３
年
ぶ
り
に
採
用
で

き
た
。
【
Ｈ
病
院
】
薬
剤
師

は
民
間
の
給
与
水
準
が
か
な

り
高
く
応
募
が
な
い
。
資
格

職
は
人
材
確
保
が
厳
し
い
状

況
で
、
給
与
改
善
の
検
討
を

本
庁
に
要
望
し
て
い
る
。
労

働
時
間
は
タ
イ
ム
カ
ー
ド
で

把
握
し
、

36協
定
も
締
結
し
、

年
休
５
日
取
得
義
務
化
も
対

応
。
【
Ｉ
町
】
４
月
法
施
行

で
民
間
企
業
で
は
労
基
署
指

導
が
厳
し
く
な
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。
働
き
方
改
革
は
長

時
間
労
働
是
正
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
必
要
。
【
Ｊ
市
】
良

好
な
労
使
関
係
を
今
後
も
維

持
し
、
協
議
と
改
善
を
す
す

め
た
い
。
病
気
治
療
の
た
め

の
時
差
出
勤
を
現
在
も
運
用

で
認
め
て
い
る
。
《
組
合
》

時
間
管
理
は
所
属
長
の
認
識

に
差
異
が
あ
る
の
で
統
一
を
。

【
Ｋ
病
院
】
看
護
師
は
２
年

連
続
採
用
が
退
職
を
上
回
っ

た
。
確
保
の
た
め
勤
務
地
限

定
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

《
組
合
》
勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
制
度
を
今
年
度
重
点
と

し
た
い
。
【
Ｌ
市
】
会
計
年

度
職
員
は
６
月
に
は
制
度
設

計
を
終
え
た
い
。
現
在
の
年

収
は
下
回
ら
な
い
よ
う
に
し

た
い
。
【
Ｍ
市
】
採
用
で
は

一
部
筆
記
試
験
を
な
く
し
、

人
物
重
視
と
し
て
い
る
。
他

市
に
比
べ
て
も
受
験
倍
率
は

下
が
っ
て
お
ら
ず
、
募
集
人

数
は
確
保
で
き
て
い
る
。

【
Ｎ
市
】
給
料
は
県
準
拠
と

し
、
初
任
給
は
段
階
的
に
引

き
上
げ
て
い
る
。
【
Ｏ
町
】

職
員
が
減
り
少
な
い
人
数
で

対
応
し
て
い
る
が
、
国
や
県

か
ら
の
仕
事
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
超
勤
縮
減
に
向

け
て
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
強
化

し
、
庁
内
放
送
な
ど
で
職
員

の
意
識
も
変
え
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
【
Ｐ
病
院
】
看
護

師
・
介
護
士
・
保
健
師
の
募

集
を
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
な
い
く
ら
い
集

ま
ら
な
い
。

５
月

18日
、
愛
媛
県
本
部

で
「
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
将
棋
大

会
」
（
全
国
将
棋
大
会
予
選
）

が
開
催
さ
れ
、
四
国
２
県
３

単
組
５
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

「
総
当
た
り
戦
」
で
代
表
の

枠
を
争
い
ま
し
た
。

四
国
代
表
３
人
（
宇
和
島

１
・
香
川
２
）
は
「
６
月

29

～

30日
自
治
労
連
全
国
将
棋

大
会
」
（
神
奈
川
県
湯
河
原

町
）
に
出
場
し
ま
す
。

５
月

24日
、
宇
和
島
支
部

と
津
島
支
部
を
統
合
す
る

「
宇
和
島
市
職
定
期
大
会
」

に

30人
が
参
加
。
黒
井
津
島

支
部
長
が
「
課
題
だ
っ
た
支

部
の
統
合
が
よ
う
や
く
実
現

で
き
た
。
活
動
に
さ
ま
ざ
ま

意
見
が
あ
る
と
思
う
が
、
あ

た
た
か
い
目
で
見
守
っ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
新
し

い
組
合
規
約
や
活
動
方
針
な

ど
全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
黒
井
新
委
員
長
が

「
組
織
活
性
化
で
は
『
執
行

委
員
会
の
定
例
化
』
、
要
求

活
動
で
は
『
タ
イ
ム
カ
ー
ド

導
入
』
『
通
勤
手
当
改
善
』

を
重
点
に
み
ん
な
の
協
力
で

と
り
く
み
た
い
」
「
保
育
所

民
営
化
に
つ
い
て
も
職
場
意

見
を
組
合
に
あ
げ
て
ほ
し
い
」

と
決
意
表
明
。
増
田
新
副
委

員
長
の
『
団
結
が
ん
ば
ろ
う
』

で
総
会
を
締
め
く
く
り
、
そ

の
後
の
懇
親
会
で
元
役
員
か

ら
「
懸
案
だ
っ
た
統
合
が
で

き
て
な
に
よ
り
。
協
議
を
根

気
よ
く
続
け
て
き
た
両
支
部

役
員
に
『
お
疲
れ
さ
ま
』
と

伝
え
た
い
」
と
笑
顔
で
語
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
平
和
行
進
愛
媛
コ
ー

ス
は
５
月
６
～

19日
の
２
週

間
、
県
内
の
全
自
治
体
を
訪

問
し
、
の
べ
５
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
新
た
に

『
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
』

に
八
幡
浜
市
、
大
洲
市
、
伊

予
市
の
３
市
長
が
賛
同
し
、

賛
同
さ
れ
た
首
長
は
県
内

20

自
治
体
の
う
ち

12と
な
り
ま

し
た
。
実
行
委
員
会
で
は
自

治
体
へ
平
和
行
政
の
状
況
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
い
、

懸
垂
幕
や
記
念
碑
、
被
爆
の

実
相
を
伝
え
る
『
原
爆
と
人

間
』
パ
ネ
ル
展
の
実
施
、
修

学
旅
行
で
の
被
爆
地
訪
問
な

ど
、
平
和
行
政
の
一
層
の
推

進
を
要
請
し
ま
し
た
。

《《《《夏夏夏夏季季季季のののの共共共共通通通通重重重重点点点点要要要要求求求求》》》》

① ６年連続の公務員給与の改善、人材確保のため初任給・若年者給与改善を求めます。

② 働き方改革法４月施行による「超勤上限規制」「年休取得義務化」をすすめます。

③ 業務量に見あった職場の人員配置、「家庭や治療と仕事の両立支援」を求めます。

④ 臨時嘱託職員の雇用と処遇改善、より良い「会計年度任用職員制度」を求めます。

⑤ ハラスメント対策、メンタルヘルス対策、健康で働き続けられる職場をめざします。

（１） 第５０９号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１９年 ６月１５日

第 ５０９ 号

日 程

【６月】

14 西予市職労定期大会

内子社協労組定期大会

みどり苑労組定期大会

15 県本部拡大執行委員会

現業評幹事会

非正規公共評幹事会

自治労連社会保障集会

（湯河原～16）

20 宇和島病院労組定期大会

21 夏季闘争中央行動

22 県本部野球大会（西条）

働くものの学習交流集会

（伊予～23）

医療介護評定期総会

自治労連賃金講座（～23）

29 県本部野球大会（西条）

自治労連全国将棋大会

（湯河原～30）

【７月】

５ 内子町職定期大会

13 県本部第78回定期大

会（共済会館）

県本部自治研推進委員会

14 女性部幹事会（県本部）

26 周桑病院労組定期大会

左から、四国中央市・新居浜清掃・今治市・東温市・宇和島市



大
洲
病
院
労
組
は
５
月

14

日
「
定
期
大
会
」
を
開
催
。

１
～
３
月
連
続
実
施
し
た

「
組
合
活
動
・
人
事
評
価
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
学
習
会
」
な

ど
活
動
報
告
、
そ
の
後
「
活

動
方
針
案
」
「
組
合
規
約
見

直
し
案
」
な
ど
を
提
起
。
山

本
晃
大
さ
ん
（
リ
ハ
ビ
リ
技

師
）
が
新
委
員
長
と
な
り
、

参
加
者
の
拍
手
で
す
べ
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
職
場
に
は

『
組
合
に
入
っ
て
声
を
上
げ

た
い
』
と
思
っ
て
い
る
人
も

い
る
。
声
を
か
け
、
組
合
員

を
増
や
し
て
い
こ
う
」
「
看

護
部
は
人
が
足
り
な
い
。

『
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
』

の
こ
と
も
知
ら
せ
て
『
職
場

ア
ン
ケ
ー
ト
』
『
し
ゃ
べ
り

場
』
な
ど
み
ん
な
が
『
声
』

を
出
せ
る
場
を
つ
く
ろ
う
」

な
ど
、
組
織
拡
大
へ
積
極
的

な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

朝
日
保
育
園
労
組
は
５
月

14日
「
定
期
総
会
＆
新
採
組

合
員
歓
迎
」
を
開
催
し

12人

が
参
加
。
食
事
を
し
な
が
ら

楽
し
く
交
流
し
、
①
組
合
と

し
て
今
年
度
は
園
に
ど
ん
な

要
求
を
す
る
か
＝
夏
季
休
暇

や
残
業
に
つ
い
て
の
要
望
、

②
実
状
に
あ
っ
た
勤
務
時
間

の
改
善
＝
職
員
の
普
通
出
勤

が
９
時
か
ら
だ
が
、
仕
事
を

し
て
い
る
保
護
者
は
朝
９
時

も
し
く
は
そ
れ
以
前
に
来
園

す
る
た
め
、
子
ど
も
の
数
が

一
気
に
増
え
る
。
早
出
職
員

で
は
受
け
入
れ
な
ど
を
す
る

の
が
大
変
な
状
況
も
あ
る
た

め
、
対
応
で
き
る
よ
う
な
労

働
時
間
に
す
る
要
求
に
つ
い

て
も
話
し
あ
い
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
は
５
月

29日

「
保
育
部
総
会
＆
新
採
歓
迎

会
」
を
開
催
し

59人
が
参
加
。

山
内
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

活
動
報
告
で
は
、
①
県
本
部

保
育
部
会
の
自
治
体
懇
談
前

に
保
育
部
全
体
集
会
を
開
催

し
、
昨
年
度
の
市
長
訪
問
や

団
体
交
渉
結
果
を
も
と
に
今

年
の
重
点
要
望
な
ど
話
し
あ
っ

た
こ
と
、
②
四
国
保
育
合
研

で
北
保
育
所
の
十
亀
先
生
が

発
表
し
た
こ
と
、
③
研
修
会

で
東
雲
短
期
大
学
か
ら
講
師

５
人
を
招
き
、
討
論
い
た
だ

い
た
こ
と
、
④
秋
の
団
体
交

渉
で
、
特
に
災
害
時
対
応
を

話
し
あ
え
た
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
全
議
案
と

新
役
員
が
承
認
さ
れ
総
会
は

終
了
。
そ
の
後
、
新
採
保
育

士
８
人
が
自
己
紹
介
し
「
歓

迎
会
」
へ
。
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
５
月

28日

「
女
性
部
定
期
大
会
」
を
開

催
し

27人
が
参
加
。
経
過
報

告
で
は
二
宮
部
長
が
「
昨
年

７
月
の
豪
雨
災
害
対
応
に
み

ん
な
が
尽
力
し
た
１
年
で
し

た
。
全
国
の
自
治
体
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
多
く
の
皆

さ
ま
の
支
援
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
女
性
部
も
心
ば
か
り

の
義
援
金
を
贈
り
ま
し
た
。

昨
年
５
月
女
性
部
大
会
後
、

６
月
役
員
会
で
『
年
間
活
動

計
画
』
を
立
て
動
き
始
め
た

矢
先
の
災
害
発
生
で
思
う
よ

う
な
活
動
が
で
き
ず
心
残
り

で
す
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
全
議
案
が
承
認
さ

れ
、
ほ
と
ん
ど
の
役
員
が
再

任
、
昨
年
度
や
り
残
し
た
活

動
を
今
年
度
実
施
す
る
こ
と

を
確
認
。
職
場
状
況
も
出
し

あ
い
、
単
組
『
夏
季
要
求
』

を
話
し
あ
い
ま
し
た
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
組
は

５
月

25日
、
新
採
組
合
員
歓

迎
と
組
合
員
交
流
を
兼
ね
て

毎
年
恒
例
「
西
条
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
園
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
新

採
組
合
員
７
人
含
む

41人
が

参
加
。
朝
大
型
バ
ス
で
宇
和

島
を
出
発
。
車
中
、
大
下
委

員
長
が
「
今
日
新
し
い
組
合

員
さ
ん
も
参
加
し
て
ま
す
。

い
ろ
ん
な
人
と
話
し
て
楽
し

ん
で
」
と
あ
い
さ
つ
。
西
条

到
着
後
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
工
場

を
見
学
し
、
で
き
た
て
ビ
ー

ル
を
試
飲
。
昼
食
は
『
焼
肉

＆
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
』
で

お
腹
い
っ
ぱ
い
に
。
新
採
組

合
員
か
ら
「
参
加
し
て
良
か
っ

た
」
「
い
ろ
ん
な
人
と
話
せ

て
楽
し
か
っ
た
」
の
声
も
あ

り
、
参
加
者
み
ん
な
満
足
な

ツ
ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。

■
新
居
浜
市
職
労
は
５
月

29

日
「
新
組
合
員
歓
迎
会
」
を

開
催
し
、
今
年
度
採
用
の
新

規
組
合
員

15人
と
先
輩
組
合

員

23人
の
計

38人
が
参
加
。

所
属
課
問
わ
ず
先
輩
後
輩
が

席
を
移
動
し
、
た
く
さ
ん
の

新
組
合
員
と
積
極
的
に
話
す

光
景
が
印
象
的
で
し
た
。
最

後
に
、
高
橋
委
員
長
が
「
こ

れ
か
ら
は
若
い
人
た
ち
の
チ

カ
ラ
が
組
合
に
必
要
で
す
。

み
ん
な
で
組
合
を
盛
り
上
げ

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

■
新
居
浜
水
道
労
組
は
同
日

昼
休
み
、
４
月
の
組
織
統
合

で
「
水
道
局
」
か
ら
「
上
下

水
道
局
」
と
な
っ
た
人
事
異

動
に
と
も
な
い
水
道
労
働
組

合
へ
新
た
に
加
入
さ
れ
た
８

人
の
「
新
組
合
員
歓
迎
会
」

を
開
催
。
参
加
者
み
ん
な
で

親
睦
を
深
め
、
新
た
な
気
持

ち
で
『
水
道
一
家
』
と
し
て

の
一
致
団
結
を
確
認
し
ま
し

た
。

■
毎
年
、
裏
の
小
さ
な
畑
で

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
作
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
中
玉
ト
マ
ト
に

し
て
み
ま
し
た
。
す
く
す
く

と
育
っ
て
ま
す
。
こ
れ
か
ら

楽
し
み
で
す
。

（
今
治
一
般
・
越
智
）

■
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、

例
年
の
如
く
？
「
四
国
せ
い

よ
朝
霧
湖
マ
ラ
ソ
ン
」
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
去
年
の
西
日
本
豪

雨
災
害
で
一
時
は
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
募
集
人

数
を
減
ら
し
て
何
と
か
実
施

に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
だ
爪
痕
が
多
く

残
る
川
沿
い
や
山
道
を
、
ラ

ン
ナ
ー
の
方
々
は
ど
ん
な
思

い
で
駆
け
抜
け
て
い
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
ま
た
復
興
に
も

と
り
く
み
つ
つ
、
来
年
も
そ

の
笑
顔
に
再
会
で
き
ま
す
よ

う
「
♪
が
ん
ば
っ
て
み
る
け

ん
、
応
援
し
て
や
な
ぁ
！
」

の
む
ら
の
う
た

（
西
予
・
山
里
）

■
「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
！
」

職
場
が
変
わ
り
と
に
か
く
慣

れ
る
こ
と
。
頭
の
回
転
も
鈍

く
な
り
「
え
っ
と
～
」
と
前

置
き
を
し
て
か
ら
動
い
て
お

り
ま
す
（
汗
）

（
西
条
・
杉
）

■
久
し
ぶ
り
に
プ
ロ
野
球
を

観
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
熱
闘

の
末
延
長

12回
引
き
分
け
。

た
し
か
前
回
の
観
戦
も
引
き

分
け
…
。
球
場
に
応
援
に
行
っ

た
ら
、
ダ
メ
な
人
な
の
か
な

…
（
笑
）

（
今
治
・
白
石
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５０９号

２０１９年 ６月１５日

■
５
０
７
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ニ
サ
ン
カ
タ
ン
ソ
」

（
二
酸
化
炭
素
）
で
し
た
。

正
解
は
７
通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

杉
ま
き
子
（
西
条
）

山
里
敬
一
郎
（
西
予
）

白
石

聡
（
今
治
）

友
近
寅
男
（
松
山
）

宮
田
修
二
(
自
治
体
一
般
)

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
７
月

27日
【
発

表
】
５
１
１
号
（
８
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①期日前に売られる券。

○○○○○○⇔当日券

④スポーツの一、漢字では「棒網球」とも

⑦水面上の一定の区域。危険○○○○

⑧お菓子の名称。○○○○コーン

⑨荷物などを戸別に配達すること

【タテのカギ】

①特に和歌などで特定の語を修飾する語句

②種田山頭火の句。「○○○○○○のしぐれ

てゆくか」

③めったにない。とても珍しい。まれ

⑤水上と陸上。○○○○両用

⑥背上に巻いた殻を持つ貝類

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

「
愛
媛
で
開
か
れ
る
高
校
生
の
全
国
大
会
」

に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


